
 

 

 

 

 

 

 

 10月 17 日（火）に二見北小学校で外国語の担当者会が開催さ

れ、久しぶりの授業研究となりましたが、6年生の国語科の教材

「町の幸福論」と繋げたオリジナル単元を提案されました。 

 国語科で整理した二見の良いところを ALT に伝えるという設定

で、相手意識を明確に持たせることをねらわれた授業だったよう

です。また、二見北小の外国語の授業には ALTと担任だけでな

く、地域の方が、外国語が導入された当初からボランティアとして子どもたちの支援にあたられ

ています。管理職や先生方、そして ALTの異動がある中で、このボランティアさんがある意味一

番二見北小学校の外国語の歩みを肌で感じられているのではと思います。単元構想等の段階か

ら、ご助言等はされておられたのではと思いますが、こうしたボランティアさんが授業に参加さ

れるというのも大きな提案であったのではと思います。こういったボランティアさんを育ててい

くためにも、「社会に開かれた教育課程」といった視点からも「大人も楽しむ外国語教室

（仮）」的な、地域の方にも外国語を楽しむ場を創っていくということも、大きなとらえとして

のカリキュラムデザインになるのではと考えます。 

 授業後の研究会（事後研：授業を振り返りながら対話する場）で講師として参加されていた兵

庫教育大学の吉田先生が、開口一番に「今回の授業は、小学校外国語科の行き詰まり感をブレイ

クスルーする可能性がある。教科書をこなすので精一杯の現状ではないか、それは、先生方の主

体性が無くなっている状況と言える。この学習では、国語科と教科横断的な単元を組まれてい

る。この単元が目論んでいること、国語で付けた力を外国語で生かせるか。それは単なる応用で

はなく、シナジー（相乗効果）が生み出されるべき。外国語活動の「相手意識（他者意識）」を

もっと広げられそう。」と言われたそうです。外国語の授業づくりという段階から、これから子

どもに求められる資質・能力を育むカリキュラムデザインに目を向け始める一歩になったのでは

と思います。 

 また、吉田先生からは「“Medeation skill”が重要視されている、メディエーションは仲介、

仲立ちの意味で、コミュニケーションをとろうとする二者の間に橋をかけ、複雑な考えをより理

解しやすくするスキルのこと、実生活の文脈でこのスキルを使うことに重点を置くことが求めら

れているとのこと。自分の理解・表現のために言語を使うのではない、実生活の場面でコミュニ

ケーションの仲立ちをしながら相手の理解を助ける「社会的主体（Social agent）」としての役

割を果たすのに必要なスキルであると。それを身に付けるのを、どのように支援するか。」とい

ったお話もあったようです。そのことを考えてみると今回の国語科と外国語の教科横断的な単元

をもう一歩踏み込んでいく必要があるんだなと感じました。そのもう一歩を考えてみると、二見
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の良さを伝えるだけでなく、二見のまちづくりについての対話なのではと感じます。もちろん外

国語では無理ですが、“Medeation skill”は、クラスの仲間、学年の仲間、そして地域や保護者

の方との対話と、対話をおこなう対象を広げていくなか身に付いていくのではと考えます。 

そういった意味、2018年度の松が丘小での“ポスターで表そう「松が丘のすてき No.1」～松が

丘すてきプロジェクト～”が単元構想を考える上で、カリキュラムをデザインする上で参考にな

るのではと考えます。これは、5年の

プロジェクト「松小すてきプロジェク

ト（委員会、クラブを見直して、素敵

な学校作りをめざそう）」を地域に広

げるプロジェクト「松が丘すてきプロ

ジェクト」として最終的に松が丘のま

ちについて自分たちが考えたことを地

域の方に伝えながら松が丘のまちづく

りについて地域の方と対話しようとい

うものです。（この取組が現在もつづ

く、松が丘プロジェクトのたたき台と

なったものです。）これからは授業の

全体像としての単元構想から、これか

らの時代に必要とされる資質・能力を

育む仕組としてカリキュラムをデザイ

ンしていくことが必要なのではと考え

ます。 

 今回提案のあった「This is my 

town.～Futamiのよさを伝えよう～」

も、“ポスターで表そう「松が丘のす

てき No.1」～松が丘すてきプロジェク

ト～”も「I like my town（We can② 

unit4）」をベースに考えられたもの

です。ともに「I like my town（We 

can② unit4）」の教材ベースでおわら

せるのではなく、ともに、その教材を活

かしたプラスαを考えています。そし

て、松が丘の実践はさらに社会につなげ

ようというねらいがプラスされています。今回の

学習指導要領では、各教科の中で身に付いた資

質・能力を社会の中で汎用できる資質・能力につ

なげていく学びをデザインしていく、カリキュラ

ムデザインが求められ、それを動かしていくカリ

キュラムマネジメントがもとめられているのだと

考えます。一度そういった視点で対話されてみる

のはいかがですか？      （文責：北本） 


